
し
ら
や
ま

石
川
。白
山
橋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
鳳
至
郡
穴
水
町
字
大
町
小
宇
龍
山
寺

・
下
出

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
一
〇
月
を
八
〇
年

（昭
５５
）
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
穴
水
町
教
育
委
員
会

。
穴
水
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
四
柳
嘉
章

。
辻
本
　
馨

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
墓
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
秀
生

・
古
墳

・
平
安

・
鎌
倉

・
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

白
山
橋
遺
跡
は
、
能
登
半
島
の
屈
折
点
に
あ
た
る
穴
水
盆
地
の
奥
部
に
位
置

し
、
小
又
川
の
左
岸
に
立
地
し
て
い
る
。
標
高
約
二

・
七
ｍ
。
白
山
橋
を
中
心

と
し
て
周
辺

一
帯
に
遺
物
の
散
布
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
通
称
名
を
と
ら
ず
白

山
橋
遺
跡
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

Ш
　

　

　

　

的

一
九
七
六
年

（昭
５．
）
に
新
小

又
川
改
修
工
事

に
係
る
調
査
が

実
施
さ
れ

（Ａ

地
区
）、
三
二
を

一
四
世
紀
に
属

1980年出上の木簡

白山橋遺跡 1号土袋

す
る
二
棟
の
掘
立
柱
建
造
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
穴
水
都
市
計
画

西
川
島
地
区
区
画
整
理
事
業
に
係
る
調
査

（Ｂ
地
区
）
に
よ
っ
て
、　
中
世

の
配

石
遺
構
群
と
五
棟
の
掘
立
柱
建
物
、
濤
状
遺
構
、
土
墳
が
検
出
さ
れ
た
。
配
石

遺
構
の
内
部
に
は
多
数
の
漆
器
椀
や
ス
リ
コ
ギ
棒
等
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。

木
簡
が
検
出
さ
れ
た
２
号
土
竣
は
、
長
径

一
ｍ
の
楕
円
形
を
塁
し
深
さ
は

一
・
四
ｍ
。
墳
底
か
ら
中
程
に
か
け
て
、
青
磁

。
土
師
質
土
器

・
箸
状
木
器
等

の
含
ま
れ
た
黒
褐
色
砂
質
土
層
が
詰

っ
て
お
り
、
そ
の
上
層
に
石

・
多
量
の
箸

状
木
器

。
土
師
質
土
器

・
珠
洲
院
が
散
布
し
て
い
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ほ

ぼ
中
央
に
あ
た
か
も
神
の
依
代
の
如
く
、　
一
本
の
立
木
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ

る
。
周
囲
に
は
そ
の
散

っ
た
葉
が
、
ま
だ
か
な
り
残

っ
て
お
り
、
北
隅
に
は
木

簡

（呪
文
札
？し
が
頭
部
を
下
に
し
て
、
さ
か
さ
ま
の
状
態

で
刺

っ
て
い
た
。

さ
か
さ
ま
の
出
土
状
態
が
気
に
な
る
が
、
何
か

「呪
証
返
し
」
の
よ
う
な
使
用

法
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
類
例
の
増
加
が
ま
た
れ
る
。　
一
四
世
紀
中
葵
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

「［‐‐‐‐日日日日日日日日日日日日一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］⇔〇〉〈∞∞〉〈⇔　　〇̈
μ

墨
書
痕
は
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
形
態

（圭
頭
で
先
端
が
尖
る
）
と
出
土
状

況
か
ら
呪
文
札
と
推
定
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

四
柳
嘉
章

・
高
　
一
男

『
穴
水
町
白
山
橋
遺
跡
調
査
報
告
』

石
川
県
教
育
委
員
会
　
一
九
七
七
年

四
柳
嘉
章

・
辻
本
　
馨

『
西
川
島

・
Ｉ
』
穴
水
町
教
育
委
員
会



一
九
八
〇
年

四
柳
嘉
章

「能
登

。
穴
水
盆
地
に
お
け
る
中
世
遺
跡
群

の
調
査
」
Ｇ
信
濃
』

第
三
三
巻
第
四
号
）

一
九
八

一
年

（四
柳
嘉
章
）

白山橋遺跡の立地

究
　
創
刊
号

創
刊
の
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
俊
男

一
九
七
八
年
出
上
の
木
筒

概
要
　
平
城
宮
跡
　
藤
原
官
跡
　
紀
寺
跡
　
長
岡
官

。
京
跡
　
平
安
京

西
市
跡
　
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
跡
　
士
画
田
南
遺
跡
　
下
郡
遺
跡
　
小

判
田
遺
跡
　
城
山
遺
跡
　
伊
場
遺
跡
　
一
一之
官
遺
跡
　
御
子
ケ
谷
遺
跡

平
形
遺
跡
　
城
輪
柵
遺
跡
　
堂
の
前
遺
跡
　
秋
田
城
跡
　
草
戸
千
軒
町

遺
跡
　
尾
道
市
衡
地
遺
跡
　
長
門
国
府
周
辺
遺
跡
　
一二
宅
廃
寺

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
●

柏
井
遺
跡
　
払
田
柵
跡
　
平
城
官
跡

（第
五
次
。
第
七
次
）

正
倉
院
伝

世
の
木
簡

中
国
簡
蹟
研
究
の
現
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
　
脩

東
北
地
方
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川
　
　
南

長
岡
京
木
簡
と
太
政
官
厨
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
　
隆
雄

藤
原
宮
跡
出
上
の
官
奴
婢
関
係
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
鬼
頭
　
清
明

記
念
講
演

（Ｍ
・
ロ
ー
ウ
じ

要
旨

木
簡
第

一
号
発
見
の
こ
ろ

（日
中
琢
）

彙
報

頒
価

〒
四
〇
〇
円




